




















要約 育児における父親の役割について、3 つの研究領域を設定し、検討を加えた。第 1

は、子どもの発達のプロセスにそって、父親のはたす役割について明らかにしようとする

もので、今年度は幼児期の子どもをもつ父親の育児参加・父子関係と社会性・情緒行動的

問題との関連及び胎児期(妊娠期)について、父親意識の発生と変化及び父親学級のカリキ

ュラムの試案を作成した。第2は、心身障害児について、その育児に父親がどのように関

わり、機能しているか、今年度は育児意識調査の結果を報告した。第 3に、入院病児及び

小児科クリニックにおける父親の関わりについて、面会率・相談参加率を通して検討を加

えた。来年度は、この 3研究領域に、健診への父親参加及び情緒・行動的問題をもつ子ど

もの相談過程への父親の関与の問題を加え、育児における父親の役割を明らかにし、今後

の母子保健活動に父親をいかにとりあげていくべきか、その具体的な方策を提言したい。


